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目的

DIｎSARにより，地震時の地殻変動を見出
す．

地震時地殻変動より，震源の位置の検討
を行う．



DIｎSAR解析

SIGMA-SAR Ver 480-07122601
（島田氏作成）

DEM：STRM3
画像：ALOS/PALSAR（アセンディング）

オフナディア角 34.3度
2008年２月13日
2007年12月29日



干渉画像図

２枚の画像を結合して解析

地殻変動と考えられる変動は
南半分の画像に見られる．

地震時
地殻変動

原因不明



DinSAR画像

平均化なし 平均化あり
Goldstein and Werner filter ３回



Unwrapping画像

Goldstein Algorithm
maingold.c

Quality-Guided Path Following Algorithm
mainqual

D.C. Ghiglia and M. D. Pritt (1991)



使用したデータ

赤の範囲を抽出

最大で4cmの視線方向の変動を検出
衛星から遠ざかる



変動パタンの比較

西傾斜 34度

震央はUSGS

USGS CMT解のメカニズムによる視線方向の変位



変動パタンの比較

西傾斜 34度

震央はUSGS



まとめ

2008年２月３日にキブ湖南端ブカブ付近
で発生した地震時の地殻変動をDIｎSAR
画像より検出した．視線方向で最大４cm
の変動．

震源は地溝帯の中央部で発生したと考え
られる．
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